第３１回運営委員会概要
日　時　　平成２１年１１月２４日（火）　午後６時３０分～午後９時４５分
場　所　　登別市役所　２階　第２委員会室
出席者　　田中寛志、木村義恭（進行）、合田美津子、関修、大山口光男、鎌田和子、山田耕一、平田和弘、川田弘教、和田浩一、平田誠治、前野利一
事務局　　松本政策推進グループ総括主幹、沼田政策推進グループ兼企画グループ主査、千葉企画グループ主査
議事項目
○審議事項
　　第１号　市民自治フォーラム開催について　
○協議事項
（仮称）ふるさとのぼりべつ　癒しの景観・みどりづくり条例（案）について
配布資料
　①運営委員会式次第
　②平成２１年度の「市民フォーラム」及び「研修会」の開催について　企画書（案）（第１部会）
　③（仮称）ふるさとのぼりべつ　癒しの景観・みどりづくり条例（案）第５版修正（第５部会）
　
議事内容
○（仮称）ふるさとのぼりべつ　癒しの景観・みどりづくり条例（案）について

　
◆　平成２１年９月１７日に開催した条例案に対する意見交換会にていただいた意見をもとに、プロジェクトチームにより条例内容の見直しを行った。
主な修正点として、意見交換会時点での条例案の第９条において、「市長は、良好な景観形成の推進活動を行うための景観保全推進組織及び緑化の推進活動を行うための緑化推進組織を置くことができる。」と表記していたが、この２つの組織を一体化し、景観緑化推進組織を置くことができる。と変更した。そのほかは若干語句等について修正した。
条例の制定の意図は、現有する貴重な景観や自然を守り、地域活性化に生かし、将来を担う人たちにまちを残していきたいということにある。（第５部会）
【主な意見交換】
◆　このような条例を作るなら、理念をまとめた必要最低限な物を作り、具体的な個別案件が出てきた場合に規則、要綱等でカバーすべきではないか。条項も必要以上にこまかかったり不十分だったりするところもある。
私有財産に対する規制についても記載されているが十分な配慮が取られているか。整合性や言葉づかいについて行政職員にチェックしてもらうべきだった。
また、市長名で発行する条例が、市長の行動を規制する条項が多くなっている。
条文で提出するのではなく、第５部会の思いを要点的にまとめるべきではないか。
◆　他市町村の条例を見ると、確かに理念的な漠然とした条例もある。
しかし、登別市の場合は、登別市都市計画マスタープラン、登別市みどりの基本計画、登別市景観形成基本計画が市民参画により先に制定されており、本条例はこれら計画をどう実現するかを目標として策定した経緯がある。
　　本条例案は条文化しているが、このまま条例化されるとは考えていない。この案を行政に精査してもらい、整合が取れない部分は調整していただくことでよいと考えている。（第５部会）
◆　本条例案に対する行政の反応はどうだったのか？
◆　プロジェクトチームの論議には事務局として都市計画担当職員に参加していただいたが、市民の論議を優先する立場だった。条文等に対する議論は事務局として控えていた。（第５部会）
◆　条例原案として、市に上程するのではなく、理念としてまとめたという形にしては良いのではないか。条文化されてはいるが、理念であるのでなるべく行政も思いをくみ取って欲しいということにしてはいかがか。
◆　その考え方でもかまわない。行政に提出した後、大幅な変更があった場合は報告していただき、プロジェクトチームの皆さんにお知らせしなくてはいけないと考えている。（第５部会）
◆　景観緑化の将来を担うのは市民という前提で条文を作るべき。市民参画を絶対条件とし、市民の責任も示していく必要があるのではないか。
また、個人の財産を制約する条文があるのは疑問を感じる。一度行政に渡し、整理し直してもらい、行政の案に対して再度練り直すのも可能なのではないか。
◆　理念として市に上程するとのことですが、条文の形で提出された場合、大幅に修正される条文や、削除する条文があるかと思います。このときに行政の案に対して、市民自治推進委員会から、どうしてこの条文を削ったのか、なぜこの条文を修正したのかなどの論議にならないでしょうか。条文化されているにも関わらず記載されているのは条例の理念ですという受け止めは難しいのではないでしょうか。
条例案については、市に提出された後、次長職で構成される企画調整会議で担当部局を決め、内容について検討することとなります。その後、理事者と協議し、市としての最終案を作成しますが、その際、いただいた条例案が全体的に変わっている可能性もあります。条文形式で提出されるのか、条文ではない形態で市に提出するのか慎重に論議して欲しい。（事務局）
◆　行政により大幅に変更が加えられることは認識している。表現が大幅に変わっても我々の思いが反映されていれば問題ないと考えている。（第５部会）
◆　この条例案については、案を作成する際、条文のスタイルをとっているが、条文の順序や文言にこだわるのではなく、その文言に込められている思いをくみ取っていただきたいという整理でよろしいですか。（事務局）
◆　直されても良いので条例として市に上程するべき。今までこのような条例がないのは行政の怠慢ではないか。
◆　市民自治推進委員会は条例案を作る機関ではない。あくまでも理念として市には上程したい。
◆　市民自治推進委員会は、この条例にあたって行政から押し付けられて作成してきた。条文での作成はとても大変な作業。これまでの経緯経過を行政はくみ取るべき。
◆　条例案のご検討は本当に大変な作業だと認識しています。
しかし、これまで、行政から市民自治推進委員会に対して事務事業の外部評価や条例案の作成についてお願いしてきましたが、行政が市民自治推進委員会に無理に押し付けたことは無いと思います。
行政は市民自治推進委員会に大きな期待を寄せ、外部評価や条例について考えていただけないか、難しい状況であれば無理に受けていただかなくてもいいので、一緒に考えていただきたいとお願いしていたはずです。
市民自治推進委員会は、行政と市民の協働についてのあり方を考える組織だと思っていました。行政から押し付けられたという認識は改めていただきたい。
今回の条例についても、行政から条立てしたものを作成して欲しいと依頼はしておらず、第５部会として、どうせ案を作るのであれば、条文化したものを作成したいとの意向により協議が進められた経緯があります。（事務局）
◆　条例案を市に提言いただく際、この条例案は、条立てで作成しているが、条文の順序や文言にこだわるのではなく、その文言に込められている思いをくみ取っていただきたい。また、法律等との整合や文言の整理については、市にお願いする旨をしっかり記載してはいかがでしょうか。
第５部会のこの条例に対する思いについても記載していただきたい。（事務局）
◆　これまでの議事録などを確認し、第５部会及びプロジェクトチームの思いなどを記載したものを作成し、提出することとしたい。（第５部会）
○市民自治フォーラム開催について
◆　平成２１年度の「市民自治フォーラム」及び「研修会」の開催について、企画書（案）を第１部会で作成した。内容をご確認いただき、この案で進めてよろしいか伺いたい。
また、市民自治フォーラムの開催にあたり、留意点等があると思うので、事務局から発言をお願いしたい。（第１部会）
【主な意見交換】
◆　前回の市民フォーラムでは、市民への周知時間も少なく、市民の参加はもとより、市民自治推進委員会委員の欠席も目立ちました。

また、関係団体の方をパネリストとしてお招きしましたが、なぜこの団体を選択し、どういった目的で議論してもらうのかが明確になっていない状況で開催したため、パネリストの方も困惑していたようです。
フォーラム終了後についてもフォーラムの内容がどうだったのか、講師の話は今後の活動に役立つのかなどの議論もほとんど行われていません。
運営委員会として本当にフォーラムを開催したいと考えているのか、また、何のために開催するのか、市民自治推進委員会の皆さんがフォーラムを行うべきだという強い意志を持ち、皆さんが一致団結して目標を持って行うという意思を確認させていただきたいと思います。
また、企画案の中に資料代を参加者から別途集めることになっていますが、市の予算を使うこともあり資料代の徴収は遠慮していただきたい。（事務局）
◆　フォーラムは実施すべき。市民への市民自治推進委員会の活動のアピールにもなる。
◆　講師は遠いところから来ていただく予定。会場がガラガラではだめ。皆が本気で取組まないと人を集めるのは難しい。
◆　市民に市民自治や市民自治推進委員会についてどれだけ内容を理解していただけるかが会の前進につながる。フォーラムは続けるべき。市民自治推進委員１人が５名の参加者を募るなどのノルマをつくるべきでは。
◆　市民自治に関する話を聞きたいという思いはあるが、周りに声をかけても賛同されないのが実情。
◆　部会員も含め、市民へもフォーラムに来ていただけるよう働きかけたい。
◆　やらなくてはいけない事業だとは思うが、参加を促しても来ていただけないのが現実。市の予算を１０万円を使う意義があるのか。なんともいえない。
◆　気合を入れなくてはいけない。頑張りたいと思う。
◆　フォーラムは市民自治推進委員会の委員を中心としたものにするか。市民を巻き込んだものにするか。
◆　事務局の心配は分かるが、皆、今度はしっかりと取組む気持ちでいるので大丈夫。
◆　ワークショップ形式にし、参加した人は必ず一言は発言できるような会にしたい。本日提出した企画案でよろしければ、役割分担やスケジュール等について第１部会で案を作って行きたい。
【議事結果】
◎　フォーラムは実施する事とし、市民自治推進委員の勉強と、市民への市民自治推進委員会の周知を目的とするが内容の整理が必要。講師代も含めて誰もが納得できるものにする。市民周知についても委員が一丸となって周知していく。開催は、平成２２年３月７日（日）に開催することとして進めたい。

３　次回議案の確認
　審議事項　
　　○市民フォーラムについて
　　○（仮称）ふるさとのぼりべつ　癒しの景観・みどりづくり条例（案）につい
　　　て（第５部会）
　　　　なお、第５部会において、条例案の整理が間に合わなければ、先延べする可能性あり。
４　次回運営委員会開催日時
◆　日時：平成２１年１２月２４日（木）　１８時３０分～
　　場所：市役所　２階　第２委員会室
